
～介護施設・事業所における虐待防止研修～

プログラムの使い方
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はじめに

高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律（以下、「高齢者虐待防止

法」と示す）は、介護保険制度の普及、活用が進む中、高齢者に対する、虐待行為が表面化し、

社会問題になったことから、2006年4月に施行されました。しかし、高齢者虐待防止法施行後

も、高齢者虐待の件数は年々、増加傾向にあります。養介護施設従事者による虐待の発生要因

としては、「教育・知識・介護技術に関する問題」が最も多くあげられており、施設・事業所

において、虐待防止に関する教育の重要性が注目されています。高齢者の人権の擁護、虐待防

止等の基本的な知識の学びに加え、養介護施設従事者が考えていることや感じていることを共

有し、施設・事業所で取り組んでいる対策等を振り返り、改善する必要があります。

本研修プログラムは、動画を視聴いただき、高齢者虐待の類型や防止対策、法律などの基礎

知識を学んでいただく【Step１】 とグループワークにより、自らの行為を振り返りながら、自

施設・事業所の虐待防止の取り組みについて検討していただく【Step２】 の2部構成になって

います。養介護施設従事者は、年齢、性別、経験、国籍等様々な方々で構成されることが多い

こと、また、業務が多忙で集合での研修時間が確保しづらいこと等を鑑み、 【Step１】では個

人でいつでも学べ、繰り返し学習できる環境を提供できるよう準備しました。各自が基礎知識

拡充後【Step２】で、集合型事例演習を実施することで、他者の考え方や気づきを共有し、多

角的な視点を持ち、自施設・事業所の高齢者虐待の取り組みについて主体的に考え、行動でき

ることを目指しています。

本研修プログラムは、老人福祉法および介護保険法に定める施設・事業所の従事者（養介護

施設従事者等）への高齢者虐待の防止の教育活動の取り組みのために開発されたものです。本

研修プログラムが、多くの施設・事業者の虐待防止研修に活用いただけることを願います。

令和３年３月
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プログラムの使い方（基本事項）

 本研修プログラムは、動画を視聴いただき、高齢者虐待の類型や防止対策、法律などの基礎
知識を学んでいただく【Step１】 とグループワークにより、自らの行為を振り返りながら、
自施設・事業所の虐待防止の取り組みについて検討していただく【Step２】 の2部構成に
なっています。

 本資料には、以下の各資料様式と使用方法などについて記載してあります。

【 Step1 】 【 Step2 】

 本研修は、「高齢者虐待防止法第20条」 「平成30年度省令改訂・身体拘束禁止規定」
「令和3年度省令改訂・虐待防止規程」において求められる研修を満たすことを想定して
作成しています。

プログラムの使い方 本資料

学習者用教材

学習者用視聴動画
【A】【B】

研修担当者及び司会者用教材
学習者用配布資料

学習者用資料

確認テスト＜問題＞

確認テスト【解答】

演習シート①

演習シート②

解説シート

研修担当者及び司会者用教材
演習用資料

演習用スライド

集合型事例演習の
進め方
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• ご案内したURLの本資料をご参照いただきながら、研修実施に必要な資
料を確認し、ダウンロードまたは、ご視聴下さい。
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虐待防止研修担当の方はこちらを
最初にご確認ください令和2年度 厚労省老人保健健康等増進事業

介護施設における効果的な虐待防止研修に関する調査研究

報告書ダウンロード（3.7MB）

ダウンロード（1.5MB）

研修担当及び司会者用資料はこちら＞

学習者用資料

学習者用視聴動画【A】はこちら＞

学習者用視聴動画【B】はこちら＞

2020年



プログラムの使い方（基本事項）

 虐待防止研修プログラムは、それぞれ以下の資料をホームページに格納していますので、ご
活用下さい。

研修担当及び司会者用資料はこちら＞ の中には、

【Step１】学習者用資料

【Step１】確認テスト＜問題＞

【Step１】確認テスト【解答】

【Step２】事例演習の進め方

※事例ごとに5つの資料が格納されています。

学習者用視聴動画【A】はこちら＞

学習者用視聴動画【B】はこちら＞ に中には、

【Step１】視聴動画

【Step２】事例演習の進め方

01_【Step２】

集合型事例演習の進め方

02_演習用スライド

03_演習シート①

04_演習シート②

05_解説シート

No テーマ

１ 虐待とは？

２ 高齢者虐待防止法

３
要介護施設・養介護事業における
高齢者虐待の防止・対策

４ 身体拘束

５ 早期発見と通報義務

18 ストレスケア

【A】 【B】 テーマ

6 12 身体的虐待（１）

7 13 身体的虐待（２）

8 14 介護・世話の放棄・放任

9 15 心理的虐待

10 16 性的虐待

11 17 経済的虐待

全学習者視聴テーマ 選択視聴テーマ

※【A】または【B】を選択し視聴して下さい
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研修担当及び司会者用資料
学習者用配布資料【Step１】
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【Step１】学習者用資料

• 学習者用資料は、【Step１】動画視聴前に印刷し、学習者へ配布してください。

• 以下の格納先より、ダウンロードしてください。

• 動画の内容を簡潔にまとめてありますので、動画視聴時にご活用ください。

• 巻末には、参考資料として「5分でできる職場のストレスセルフチェック」のURLと高齢者
虐待「自己点検シート（チェックリスト）」を掲載しております。ご活用ください。

＜学習者配布用資料＞
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虐待防止研修担当の方はこちらを
最初にご確認ください令和2年度 厚労省老人保健健康等増進事業

介護施設における効果的な虐待防止研修に関する調査研究

報告書ダウンロード（3.7MB）

ダウンロード（1.5MB）

研修担当及び司会者用資料はこちら＞

学習者用資料

学習者用視聴動画【A】はこちら＞

学習者用視聴動画【B】はこちら＞

2020年



【Step１】確認テスト＜問題＞

• 確認テストは、【Step１】研修の動画視聴を確認する目的で、作成しております。

• 【Step１】動画視聴前に印刷し、学習者へ配布してください。

• 本資料の巻頭には、視聴動画の受講確認表を付けてあります。適宜ご活用ください。

• 研修実施担当者は適宜回収する等し、学習者の受講管理に役立てることもできます。

• 動画視聴後、同じタイトルの確認テストを実施するよう指示してください。

• 解答は、「研修担当者及び司会者用教材」にあります。確認テストの解答、解説は、施設で
実施しやすい方法を検討、実施して下さい。

研修担当及び司会者用資料はこちら＞

＜学習者配布用資料＞
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【Step１】確認テスト【解答】

• 確認テストの解答及び解説を記載している資料です。

• 確認テストの解答、解説方法は、施設で実施しやすい方法を検討、実施して下さい。

例①：1動画視聴ごとに確認テストを実施し、研修担当へ提出、研修担当者が採点後、解説

と一緒に返却。

例②：動画視聴後、確認テストが終了したら、解答集を配布。等

研修担当及び司会者用資料はこちら＞

＜学習者配布用資料＞
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研修担当及び司会者用資料
学習用配布資料【Step２】
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【Step２】演習シート①

• 事例ごとに７種類の演習シート①を用意しています。

• 事例を1つ選択し、演習シート①を印刷、学習者に配布してください。また、グループワー
ク時の記録用に各グループに1枚ずつご用意ください。

• 印刷の推奨サイズはA３です。A４に印刷される場合は、2枚に印刷してください。

研修担当及び司会者用資料はこちら＞

• 事例は、以下の7つを準備してあります。

• 詳細は、本誌P13＜研修担当者及び司会者用教材＞をご覧ください。

A トイレ介助

B 不眠時の対応

C 失禁時の対応

D 帰宅願望の強い高齢者の対応

E オムツ交換

F 高齢者の財産

G 車いすでの過ごし方

＜学習者配布用資料＞
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＜学習者配布用資料＞

【Step２】演習シート②

• グループワークで使用します。【フェーズ５ 】で作成いただいた付箋を貼付いただく台紙
です。

• 各グループに1枚ずつご用意ください。

• 印刷の推奨サイズはA３です。A４に印刷される場合は、2枚に印刷してください。

研修担当及び司会者用資料はこちら＞
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＜学習者配布用資料＞

【Step２】演習シート②：【Step２】研修終了後配布

• 各テーマ毎に、虐待の種類とまとめについて記載してあります。

• 研修したテーマのシートを印刷し、研修終了後に学習者へ配布してください。

研修担当及び司会者用資料はこちら＞
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研修担当及び司会者用資料
演習用資料【Step２】
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＜演習時投影用資料＞

【Step２】演習用スライド

• 施設・事業所における集合型事例演習資料です。

• 演習の進め方は、「【Step２】集合型事例演習の進め方」に記載してあります。ご活用く
ださい。

研修担当及び司会者用資料はこちら＞

• 1回の演習で、7つのテーマから1つを選択し、実施してください。テーマと内容は、次ペー
ジに記載しています。

• 複数のテーマを準備しておりますので、施設・事業所の状況に合わせ、取り組みたいテーマ
を実施してください。

• 演習の進め方は、「【Step２】集合型事例演習の進め方」に記載してあります。ご活用く
ださい。
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A トイレ介助

1

介護施設・事業所における虐待防止研修

【Step2】集合型事例演習



＜演習時投影用資料＞

No テーマ 内容

A トイレ介助
トイレ介助中にうまく立ち上がれない高齢者への対応
場面での虐待事例（身体的虐待、心理的虐待等）

B 不眠時の対応
入眠薬を内服しても眠れない高齢者への対応場面での
虐待事例（身体的虐待、心理的虐待、身体拘束、法律
違反等）

C 失禁時の対応
デイルームにて失禁した場合の対応場面での虐待事例
（介護・世話の放棄・放任、心理的虐待、性的虐待
等）

D 帰宅願望の強い高齢者の対応
帰宅願望が強くすぐに帰ろうとする高齢者への対応場
面での虐待事例（身体的虐待、介護・世話の放棄・放
任、心理的虐待、身体拘束等）

E オムツ交換
多床室でオムツ交換中に面会者が着た場面での虐待事
例（心理的虐待、性的虐待等）

F 高齢者の財産管理
高齢者の私物を管理している場合の虐待事例（心理的
虐待、経済的虐待等）

G 車いすでの過ごし方
車いすに上手に座れない高齢者への対応場面での虐待
事例（身体的虐待、介護・世話の放棄・放任、心理的
虐待、身体拘束等）
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＜演習時参考資料＞

【Step2】集合型事例演習の進め方

• 各事例の研修内容について、記載した資料です。

• 研修を実施するテーマを印刷し、ご使用ください。

• 研修の進め方や研修の所要時間、基本の原稿、解説いただきたい内容等を事例ごとに記載し
てあります。

研修担当及び司会者用資料はこちら＞
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～介護施設・事業所における虐待防止研修～

【Step2】
集合型事例演習の進め方

A トイレ介助

1



学習者用教材
学習者用視聴動画【Step１】
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＜学習者用視聴教材＞

【Step１】学習者用視聴動画【A】【B】

• 高齢者虐待防止に関する基礎知識の習得、確認を目的とした動画を学習者に視聴していただ
き、個人学習を進めていただきます。動画のテーマは次ページに示してあります。

《視聴動画の選択》
• 施設・事業所で、視聴する動画を決めて下さい。

• 視聴する動画は、2パターン用意してあります。

• No.１～５とNo.１８は全員視聴して下さい。

• No.６～１７は、【A】または【B】のどちらかを選んで視聴して下さい。以下の情報を参
考に視聴動画を選択して下さい。

• 1回の研修期間に12テーマ（12本）の動画をご視聴ください。
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【A】 【B】

• 一つの虐待類型に該当する事例
• 新人職員や高齢者虐待についての学び
が浅い学習者向け

• 虐待防止研修をあまり実施していない
施設を想定

• 事例の内容を以下に示す

• 複数の虐待類型にかかる事例
• ベテラン職員や高齢者虐待について既に学んだこ
とのある学習者向け

• 虐待防止研修や虐待事例の共有等を行っている施
設を想定

• 事例の内容を以下に示す

６．身体的虐待（１）
トイレ移乗時の介助

12．身体的虐待（１）
ひとり歩きする高齢者への対応

７．身体的虐待（２）
便秘を訴える高齢者への下剤の投

13．身体的虐待（２）
不眠を訴え落ち着かない高齢者への睡眠薬の投与

８．介護・世話の放棄・放任
繰り返しの呼び出しへの対応

14．介護・世話の放棄・放任
高齢者を虐待する職員へのリーダーの対応

９．心理的虐待
食事中の言葉かけ

15．心理的虐待
ひとり歩きする高齢者への対応

10．性的虐待
オムツ交換が頻回な高齢者のズボン着用

16．性的虐待
オムツ交換中にカーテンを開け話しかける言動

11．経済的虐待
高齢者の私物の取り扱い

17．経済的虐待
寄付のお願い



＜学習者用視聴教材＞

《動画視聴順》
１．テーマNo.１～５を順番に視聴後、

２．【A】または【B】のどちらかを選んで順番通りに視聴して下さい。

３．最後にNo.１８を視聴して終了です。

《視聴期間》
• 視聴動画を決定後、視聴期間（２～３週間程度）を設定し、学習を開始してください。

• 可能な限り、休日等の時間を使わず受講（視聴）できるよう1動画の時間を短く作成してい
ます。1勤務1動画の視聴と考え、視聴期間を設定しております。

《資料》
• 視聴の際は、【Step１】「学習者用資料」をご活用ください。資料のダウンロードにつき

ましては、本資料７ページをご参照下さい。

• テーマごとに確認テストを用意してあります。１動画視聴が済みましたら、視聴したテーマ
の確認テストを実施してください。確認テストのダウンロードにつきましては、本資料８
ページをご参照下さい。

• 視聴動画については、各学習者自身でウェブサイトへアクセスし、視聴することが可能です。

• 確認テストの巻頭には、【A】【B】それぞれの受講パターンの受講確認表を付けておりま
す。適宜ご活用ください。

• 動画の視聴と確認テストが終了したら、【Step２】を実施して下さい。
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＜学習者用視聴教材＞

《動画テーマと視聴時間》

• 1本当たりの視聴時間は、約4分~10分半です。

• 施設・事業所の状況に合わせ、ご視聴ください。

• 動画視聴の場所は、次のページをご参照ください。

No テーマ
視聴
時間

1 虐待とは？
10分

27秒

2 高齢者虐待防止法
8分

8秒

3 養介護施設・養介護事業における高齢者虐待の防止・対策
8分

6秒

4 身体拘束
10分

24秒

5 早期発見と通報義務
5分

48秒

No テーマ 【A】 視聴
時間

No テーマ 【B】 視聴
時間

6 身体的虐待（１）
3分

48秒
12 身体的虐待（１）

6分
37秒

7 身体的虐待（２）
7分

48秒
13 身体的虐待（２）

7分
30秒

8 介護ˑ世話の放棄放任
4分

40秒
14 介護ˑ世話の放棄放任

5分
8秒

9 心理的虐待
6分

5秒
15 心理的虐待

7分
43秒

10 性的虐待
4分

44秒
16 性的虐待

5分
36秒

11 経済的虐待
4分

1秒
17 経済的虐待

5分
19秒

No テーマ
視聴
時間

18 ストレスケア
10分

8秒
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【Step１】学習者用視聴動画【A】【B】

• 学習者用視聴動画は、以下の格納先より、視聴してください。

＜学習者用視聴教材＞
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虐待防止研修担当の方はこちらを
最初にご確認ください令和2年度 厚労省老人保健健康等増進事業

介護施設における効果的な虐待防止研修に関する調査研究

報告書ダウンロード（3.7MB）

ダウンロード（1.5MB）

研修担当及び司会者用資料はこちら＞

学習者用資料

学習者用視聴動画【A】はこちら＞

学習者用視聴動画【B】はこちら＞

2020年

１．虐待とは？

介護施設・事業所における虐待防止研修

【Step1】動画視聴による個人学習


